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新�

年
あ
け
ま
し
て�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
全
森
建
の
運
営
に
あ
た

り
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ

さ
２
」
が
小
惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
に

向
か
う
た
め
、
地
球
の
引
力
を
利
用
し

て
進
路
変
更
を
行
う「
ス
イ
ン
グ
バ
イ
」

に
挑
み
成
功
す
る
、
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
天
体
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
こ
の
地
球
上
で
は
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
と
み
ら
れ
る
ス
ー
パ
ー
台

風
や
干
魃
等
に
よ
り
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
も
、
多
発
す
る
集
中
豪
雨

や
地
震
、
火
山
噴
火
等
の
自
然
災
害
に

対
し
て
、
叡
智
を
結
集
し
適
切
な
対
応

を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
と
と
も
に
、
森
林
土
木

事
業
を
通
じ
て
、
国
民
の
安
全
・
安
心

や
林
業
の
振
興
・
成
長
産
業
化
な
ど
へ

の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
何
卒
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「初日の出」（大台ヶ原山　日
ひ

出
で

ヶ
が

岳
だけ

（標高1,697m））
〔写真提供：三重県森林土木建設協会　㈱西組〕



平成 28 年 1 月 1 日　2
一般社団法人
全国森林土木建設業協会会報第 140 号

年 

頭 

所 

感

一
般
社
団
法
人�

全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会

会
長　

嶋
﨑　

勝
昭

　

全
森
建
の

会
員
の
皆
様

に
は
、
お
健

や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶

降
水
日
数
（
日
降
水
量
一
㎜
以
上
）
は

減
少
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

る
も
の
と
言
わ
れ
、
こ
の
傾
向
は
今
後

さ
ら
に
強
ま
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
林
野
庁
で

は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
成
立
し

た
「
国
土
強
靱
化
基
本
法
」
に
基
づ
き
、

「
緑
の
国
土
強
靱
化
」を
推
進
す
る
こ
と

と
し
、
事
前
防
災
・
減
災
の
観
点
か
ら

山
地
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た
総
合
的

な
治
山
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
二
十
八
年
度
予
算
の
中

で
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
交
付
金
化

さ
れ
た
「
予
防
治
山
」
に
つ
い
て
、「
山

地
災
害
危
険
地
区
」（
全
国
で
百
八
十
四

千
箇
所
（
平
成
二
十
四
年
末
時
点
））
の

中
で
も
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災

害
の
発
生
が
特
に
懸
念
さ
れ
る
箇
所
を

対
象
と
し
て
、
緊
急
的
・
重
点
的
な
予

防
治
山
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

補
助
事
業
と
し
て
復
活
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
活
用
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
林
道
に
つ
い
て
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
を
含
め
、林
業
、木
材
産
業
に
お
け

る
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
重
要
な
基

盤
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
林
道
整
備
を

公
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
搬
出
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
り
、

林
業
振
興
、
さ
ら
に
は
森
林
所
有
者
の

所
得
の
向
上
に
よ
る
、『
地
方
創
生
』
が

現
実
の
も
の
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
林
道
事
業
の
大
宗
が
交
付
金
化

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
か
つ
て
の
広

域
基
幹
林
道
事
業
の
よ
う
な
補
助
事
業

の
復
活
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、急

速
に
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
同
時
進

行
す
る
中
で
、
働
き
場
所
を
求
め
若
者

が
流
出
し
て
お
り
、
色
々
な
分
野
で
担

い
手
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
林
野
公
共
予
算
が
激
減
し

た
こ
と
も
あ
り
、
我
々
森
林
土
木
業
界

に
お
い
て
も
若
手
の
技
術
者
・
技
能
者

を
採
用
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
十
年
経
過
す
る
と
、

特
に
中
山
間
地
域
に
お
け
る
技
術
者
・

技
能
者
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
明
白
で

あ
り
ま
す
。
他
産
業
よ
り
低
い
と
言
わ

れ
る
雇
用
条
件
を
少
し
で
も
向
上
・
改

善
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

担
い
手
を
確
保
し
、
こ
れ
ら
施
策
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
将

来
を
見
据
え
た
計
画
的
・
安
定
的
な
予

算
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
同
時
に
、

事
業
実
行
の
過
程
で
適
正
な
利
潤
が
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
現
は
で
き

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
、治
山
事
業
、林
道
事
業
は
、山

間
地
域
と
い
う
地
形
、
気
象
条
件
等
が

不
利
な
と
こ
ろ
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
改
正
品
確
法
に
明
記
さ
れ
た
よ

う
に
、
発
注
者
の
責
務
と
し
て
、
一
定

の
利
潤
の
確
保
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
し

た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
、
山
口
俊
一
先
生
を
会

長
と
し
て
、『
森
林
整
備
・
治
山
事
業
等

促
進
議
員
連
盟
』
が
復
活
・
再
出
発
し

ま
し
た
が
、
予
算
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

国
土
の
保
全
や
林
業
の
成
長
産
業
化
の

実
現
な
ど
林
野
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
、

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
会
員
の
皆
様
と
連
携
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
施
策
の
実
現
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
協
会
活
動
を
積

極
的
に
展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
の
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
全
森
建
の
運
営
に
あ
た
り

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
篤
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
九
月
の
「
関
東
・
東
北
豪
雨
」

に
よ
る
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
や
そ
の
上

流
山
間
地
に
お
け
る
山
地
崩
壊
の
多
発

な
ど
、
一
昨
年
の
広
島
市
の
土
砂
災
害

等
に
続
い
て
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な

自
然
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
を
引
き
起
こ
す
近
年

の
気
象
変
化
と
し
て
、
我
が
国
に
お
け

る
大
雨
・
強
雨
の
発
生
頻
度
に
つ
い
て

見
る
と
、
ア
メ
ダ
ス
で
観
測
さ
れ
た
一

時
間
降
水
量
が
五
十
㎜
以
上
の
豪
雨
の

発
生
回
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、
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新
年
を
迎

え
、
謹
ん
で

年
頭
の
御
挨

拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、

台
風
第
十
八
号
に
よ
る
関
東
・
東
北
地

方
を
中
心
と
し
た
記
録
的
な
大
雨
災
害

が
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
鬼
怒
川
が

は
ん
濫
す
る
様
子
を
御
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
関

係
機
関
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
に
よ

り
、
林
道
施
設
等
の
復
旧
を
進
め
る
と

と
も
に
、
山
地
災
害
を
事
前
に
防
止
・

軽
減
す
る
考
え
方
に
立
っ
た
治
山
事
業

も
進
め
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

て
か
ら
今
年
で
五
年
に
な
り
ま
す
。
現

在
も
、
被
災
地
に
お
い
て
は
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
へ
の
深
刻
な
影
響
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
昨
年
末
に
野
生
き
の
こ
等
の

出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
運
用
通
知
を

お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

復
旧
・
復
興
の
歩
み
が
さ
ら
に
加
速
化

す
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

さ
て
、
戦
後
造
成
し
た
人
工
林
の
多

く
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
る
中
で
、

こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し

な
が
ら
、
新
製
品
の
開
発
や
木
材
利
用

の
促
進
に
よ
り
木
材
需
要
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
国
産
材
の
安
定
的
な
供

給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
急
務
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
山

村
地
域
で
、
木
材
の
伐
採
・
搬
出
、
製

材
・
加
工
等
の
面
で
雇
用
の
場
が
再
生
・

創
出
で
き
れ
ば
、
文
字
ど
お
り
地
方
創

生
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

林
業
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
、

林
野
庁
で
は
、
需
要
面
の
対
策
と
供
給

面
の
対
策
を
、
車
の
両
輪
と
し
て
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
木
材
需
要
の
面
で
は
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（
直
交
集
成
板
）、耐
火
部
材
な
ど
新

た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及
が
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
中
高
層
建
築

物
等
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と
も
連
携

し
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
し
た
が
っ
て
、建

築
基
準
の
整
備
、
実
証
建
築
の
積
み
重

ね
に
よ
る
施
工
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
、
生

産
体
制
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
産
材
の
利
用
を
拡
大
す
る
た

め
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
を
進

め
る
ほ
か
、
付
加
価
値
の
高
い
木
材
・

木
材
製
品
の
輸
出
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
競

技
施
設
・
選
手
村
等
の
木
造
化
・
木
質

化
は
、
我
が
国
の
木
の
文
化
を
世
界
に

対
し
て
発
信
す
る
好
機
と
と
ら
え
、
そ

の
準
備
も
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
て
は
、
川
上
の
生
産
部
門

か
ら
川
下
の
需
要
部
門
ま
で
の
各
段
階

を
、
一
連
の
体
系
と
し
て
再
構
築
し
て

い
く
視
点
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
考

え
に
立
ち
、
施
業
集
約
化
と
路
網
整
備

の
加
速
、
高
性
能
林
業
機
械
の
活
用
等

に
よ
る
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
、
担
い
手

の
育
成
・
確
保
、
製
材
・
合
板
等
の
製

造
・
流
通
の
効
率
化
・
高
品
質
化
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
一
般
会
計
へ
の
移
行
か
ら

四
年
目
を
迎
え
る
国
有
林
野
事
業
に
つ

い
て
は
、
こ
う
し
た
林
業
成
長
産
業
化

に
向
け
た
地
域
の
取
組
を
、
技
術
の
開

発
・
普
及
の
面
、
木
材
の
効
率
的
な
生

産
や
搬
出
等
の
面
で
後
押
し
す
る
観
点

に
立
ち
、
地
方
自
治
体
や
地
域
の
関
係

者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
が
ま
さ
に
公
益
重
視
の

管
理
経
営
の
推
進
に
不
可
欠
で
あ
り
、

国
民
の
期
待
に
応
え
得
る
国
有
林
野
事

業
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
率
先
し
て

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
主
伐
・
再
造

林
の
本
格
展
開
の
中
で
、
今
や
国
民
生

活
へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
く
な
っ
て

い
る
花
粉
症
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
林
野
庁
で
は
、
森
林
・
林
業

基
本
法
に
基
づ
き
、
概
ね
五
年
ご
と
に

改
訂
す
る
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
森
林
・
林
業
政
策
全
般
に
わ
た
る

点
検
・
検
証
と
検
討
の
大
作
業
で
す
が
、

戦
後
造
成
し
た
人
工
林
が
本
格
的
な
利

用
期
を
迎
え
て
い
る
中
で
、
従
来
、
保

育
・
間
伐
主
体
で
施
業
を
進
め
る
こ
と

を
念
頭
に
お
い
た
政
策
体
系
を
、主
伐
・

再
造
林
の
政
策
体
系
に
円
滑
に
移
行
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
な
視
点
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
需
要
面
の
対
策
、

供
給
面
の
対
策
と
も
ど
も
、
こ
れ
ま
で

の
延
長
線
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
施
策
の

方
向
付
け
を
す
べ
く
検
討
を
進
め
、
で

き
る
も
の
か
ら
施
策
の
具
体
化
を
図
る

覚
悟
で
す
。

　

昨
年
十
月
に
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
が
大
筋
合
意

に
至
り
ま
し
た
。
交
渉
は
、
即
時
の
関

税
撤
廃
が
原
則
の
中
で
、
合
板
な
ど
の

林
産
物
に
つ
い
て
は
、
長
期
の
関
税
撤

廃
期
間
や
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
措
置
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
は

国
産
材
価
格
の
下
落
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
政
府
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
総
合
対
策
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平
成
二
十
七
年
度
補

正
予
算
・
二
十
八
年

度
当
初
予
算
に
関
す

る
要
請
活
動
を
実
施

　
「
全
森
建
」
の
嶋
﨑
勝
昭
会
長
は
、平

成
二
十
七
年
十
月
三
十
日
㈮
、
平
成
二

十
七
年
度
補
正
予
算
と
平
成
二
十
八
年

度
当
初
予
算
の
厳
し
い
情
勢
に
鑑
み
、

髙
畑
専
務
理
事
を
伴
い
、
衆
・
参
両
議

院
の
関
係
国
会
議
員
に
公
共
予
算
の
確

保
に
関
す
る
要
望
書
「
林
野
公
共
事
業

等
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
持
参
し
て
要沖林野庁次長への要望

◎ 

要 

望 

書
（
全
文
）

　

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
・
地
震
等

に
よ
る
大
規
模
な
山
地
災
害
等
に
よ
り

多
く
の
人
命
・
財
産
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
山
地
災
害
等
の
被
害
を
未

然
に
防
止
・
軽
減
す
る
「
事
前
防
災
・

減
災
」
及
び
「
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
」
等
の
観
点
か
ら
、
山
地
防
災
力
の

強
化
等
に
よ
り
地
域
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
『
緑
の
国
土
強
靱
化
』
を
計

画
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
緊
急
か
つ
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
環
境

問
題
と
な
る
中
、Ｃ
Ｏ
２
吸
収
・
固
定
源

と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
森
林

の
整
備
に
は
安
定
的
な
財
源
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
森
林
整
備

を
支
え
る
林
業
、
山
村
を
取
り
巻
く
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、過
疎
化
・
高

齢
化
に
よ
る
限
界
集
落
の
増
加
、
間
伐

の
遅
れ
に
よ
る
森
林
荒
廃
等
が
各
地
で

頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
吸
収

量
３
・５
％
の
確
保
に
加
え
、山
村
地
域

の
活
性
化
と
林
業
の
再
生
に
向
け
、
必

本
部
」
で
決
定
さ
れ
た
政
策
大
綱
に
基

づ
き
、
合
板
・
製
材
の
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
球

温
暖
化
の
防
止
は
全
世
界
的
な
課
題
で

あ
り
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
・
保
全
が

行
わ
れ
た
森
林
は
多
く
の
Ｃ
Ｏ
２
を
吸

収
し
固
定
し
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て

も
、
こ
う
し
た
森
林
整
備
等
を
積
み
重

ね
る
こ
と
を
通
じ
た
森
林
吸
収
源
対
策

の
推
進
に
よ
り
、
地
球
環
境
問
題
に
も

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
は
、
直
接

的
に
関
連
産
業
に
従
事
す
る
人
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
国
民
の
生
活
に
密
接
に

関
連
し
た
営
み
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、産

業
政
策
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

振
興
や
自
然
環
境
の
保
全
の
観
点
な
ど
、

多
面
に
わ
た
る
役
割
と
広
が
り
を
持
っ

た
政
策
分
野
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
国
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
期
待
も
大
き
い
政
策

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し

た
期
待
に
応
え
う
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
の
実
現
の
た
め
、林
野
庁
は
、関

係
者
の
皆
様
と
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、

意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、

皆
様
の
よ
り
一
層
の
御
支
援
・
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
各
地
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
発
展
と
、
皆
様
の
益
々
の

御
健
勝
と
御
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
林
野
庁
を
訪
問
し
林

野
庁
長
官
を
は
じ
め
林
野
庁
幹
部
に
対

し
て
も
要
望
書
を
提
出
し
、
森
林
土
木

事
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
諸
情
勢
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

要
な
森
林
整
備
の
一
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成
二

十
八
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
下
記
の
と
お
り
、『
緑
の
国
土
強
靱

化
』
と
森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
に
必

要
な
林
野
公
共
事
業
予
算
を
確
保
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
共
工
事
の
減

少
な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
山

村
地
域
の
活
性
化
、
林
業
の
再
生
に
向

け
、
今
年
度
、
大
型
の
補
正
予
算
の
早

期
編
成
措
置
に
つ
い
て
、
特
段
の
ご
配

慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

記

一�

．
平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
に
お

け
る
林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保

○�

復
旧
・
事
前
防
災
対
策
を
加
速
さ

せ
る
た
め
の
治
山
対
策
の
強
力
な

推
進

○�

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築

と
森
林
吸
収
量
確
保
の
た
め
の
、

間
伐
等
の
森
林
施
業
及
び
路
網
整

備
の
推
進

○�

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
対

策
の
加
速
化

○�

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
事
業

に
よ
る
既
存
治
山
施
設
の
機
能
強

化
対
策
、
林
道
整
備
等
の
推
進

二�

．
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算
に
お

け
る
林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保
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○�

山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
い
て
緊

急
的
・
重
点
的
に
予
防
治
山
対
策

を
実
施
す
る
「
緊
急
予
防
治
山
事

業
」
の
創
設

○�

高
齢
世
帯
率
の
高
い
中
山
間
地
域

に
お
け
る
治
山
等
激
甚
災
害
対
策

特
別
緊
急
事
業
の
対
象
区
域
の
拡

大
○�

火
山
泥
流
等
に
よ
る
被
害
の
未
然

防
止
の
た
め
泥
流
の
流
下
等
を
防

止
す
る
緊
急
的
火
山
対
策
の
推
進

○�

津
波
に
対
す
る
多
重
防
御
と
し
て

「
粘
り
強
い
海
岸
防
災
林
」の
整
備

等
○�

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築

や
森
林
吸
収
量
の
確
保
の
た
め
の
、

間
伐
等
の
森
林
施
業
及
び
路
網
整

備
の
推
進

○�

林
業
専
用
道
の
機
能
強
化

○�

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
事
業

の
推
進

三�

．
森
林
吸
収
源
対
策
の
財
源
確
保
に

係
る
税
制
措
置

○�

森
林
吸
収
源
対
策
に
関
す
る
財
源

の
確
保
の
新
た
な
仕
組
み
の
創
設

『
森
林
整
備
・
治
山
事

業
促
進
議
員
連
盟
』

総
会
開
催

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
七
日
㈫
、

衆
議
院
第
一
議
員
会
館
国
際
会
議
室
に

お
い
て
、
衆
・
参
両
議
院
議
員
七
十
名

（
同
日
現
在
）
か
ら
な
る
、「
森
林
整
備
・

治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
」（
会
長
：
山

口
俊
一
衆
議
院
議
員
、
幹
事
長
：
田
村

憲
久
衆
議
院
議
員
、
事
務
局
長
：
西
村

明
宏
衆
議
院
議
員
）
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保
は
も
と

よ
り
、
国
土
の
保
全
や
林
業
の
成
長
産

業
化
の
実
現
な
ど
林
野
施
策
の
推
進
に

あ
た
り
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度

「
全
森
建
」
技
術
・
労

働
委
員
会
を
開
催

　

全
森
建
で
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一

平成27年度技術・労働委員会

「森林整備・治山事業促進議員連盟」総会

月
二
十
四
日
㈫
今
年
度
の
技
術
・
労
働

委
員
会
を
永
田
町
ビ
ル
四
階
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
平
成
二
十
七
年
度
改

善
要
望
事
項
及
び
そ
れ
に
対
す
る
林
野

庁
の
見
解
並
び
に
平
成
二
十
八
年
度
の

労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
用
の
森
林
土
木
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
写
真
選
考
を
中
心
に

行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
就

任
し
た
山
藤
浩
一
（
群
馬
県
森
林
土
木

建
設
協
会
会
長
）委
員
長
が
挨
拶
し
、次

い
で
林
野
庁
を
代
表
し
て
佐
藤
肇
計
画

課
施
工
企
画
調
整
室
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
佐
藤
室
長
の
ほ
か
に
、
計
画
課
か

ら
吉
澤
課
長
補
佐
、葛
西
課
長
補
佐
、整

平
成
二
十
七
年
度
改
善
要
望
事
項

　

議
事
の
中
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

提
出
さ
れ
た
全
二
十
三
項
目
の
改
善
要

望
事
項
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
委

員
と
の
間
で
、
一
問
一
答
形
式
に
よ
り
、

現
場
の
実
態
等
を
踏
ま
え
た
活
発
な
意

見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
改
善
要
望
項
目
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
最
終

的
な
林
野
庁
の
見
解
等
に
つ
い
て
は
、

次
号
の
会
報
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
　
規
定
等
に
係
る
改
善
要
望
事
項

㈠ 

設
計
・
積
算
関
係

①�

支
障
木
の
伐
採
等
に
つ
い
て

②�

山
林
砂
防
工
に
つ
い
て

③�

積
算
方
式
に
つ
い
て

④�

林
道
事
業
に
つ
い
て

⑤�

施
工
箇
所
が
点
在
す
る
経
費
に
つ

い
て

⑥�

仮
設
工
の
適
切
な
計
上
に
つ
い
て

㈡ 

歩
掛
関
係

①�

森
林
土
木
工
事
に
お
け
る
歩
掛
の

補
正
（
基
準
の
明
示
）
に
つ
い
て

②�

小
規
模
工
事
の
割
増
補
正
に
つ
い

て
③�

モ
ノ
レ
ー
ル
架
設
に
つ
い
て

④�

歩
掛
の
新
設

備
課
か
ら
両
角
森
林
土
木
専
門
官
、
乾

課
長
補
佐
、
治
山
課
か
ら
川
口
課
長
補

佐
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
指
導
・
ご

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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優
秀
賞

森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
平
成
二
十
八
年

度
の
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
用
写
真
の
選

考
に
入
り
、
平
成
二
十
七
年
度
森
林
土

木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
総
数
七
十

五
点
か
ら
、
山
藤
委
員
長
を
は
じ
め
委

員
全
員
と
林
野
庁
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

方
々
、
ま
た
髙
畑
専
務
理
事
、
事
務
局

二
名
も
参
加
し
た
投
票
・
審
査
に
よ
り
、

最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
四
点
が
選
考

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の
作
品
に
つ

い
て
は
下
掲
の
と
お
り
で
す
。

　

以
上
の
議
題
の
ほ
か
、
改
正
品
確
法

の
運
用
等
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

⑤�

歩
掛
の
改
正
に
つ
い
て

㈢ 

施
工
管
理
基
準
関
係

①�

集
水
井
工
に
お
け
る
深
度
毎
の
傾

斜
管
理
値
の
設
定
に
つ
い
て（（
管

理
基
準
）（
治
山
））

㈣ 

そ
の
他

①�

森
林
土
木
主
任
技
術
者
（
仮
称
）

の
設
置
と
認
定
に
向
け
た
取
組
の

実
施
に
つ
い
て

②�

担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て

二�

　
事
業
実
施
に
係
る
発
注
者
へ
の
要

望
事
項
（
五
項
目
）

三�

　
発
注
者
へ
の
指
導
に
係
る
要
望
事

項
（
三
項
目
）

四�

　
そ
の
他
の
要
望
事
項
（
一
項
目
）

最優秀賞
徳島県治山林道協会

平井　恒輔

岩
手
県
森
林
土
木
建
設
協
会

高
橋　
孝
典

（
一
社
）
高
知
県
森
林
土
木
協
会

矢
野　

多
賀
代

鹿
児
島
県
森
林
土
木
協
会

上
水
流 

正
和

鹿
児
島
県
森
林
土
木
協
会

坂
上　
千
治

平成 27年度森林土木写真コンクール審査結果（敬称略）
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政
府
は
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十

四
日
、
一
般
会
計
の
総
額
が
九
六
兆
七
、

七
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業（
公
共
）

【
一
八
〇
、〇
〇
九�

�

（
一
八
一
、八
五
六
）
百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○�

施
業
の
集
約
化
を
図
り
、間
伐
、路

網
整
備
等
を
推
進
す
る
ほ
か
、
森

林
吸
収
量
の
確
保
に
向
け
た
条
件

不
利
地
等
に
お
け
る
間
伐
や
森
林

整
備
の
低
コ
ス
ト
化
を
推
進

○�

自
然
災
害
に
対
す
る
山
地
防
災
力

の
強
化
に
向
け
た
事
前
防
災
・
減

災
対
策
等
の
総
合
的
な
治
山
対
策

を
推
進

◎〈
背
景
／
課
題
〉

○�

我
が
国
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
循

環
利
用
し
、
安
定
的
な
木
材
の
供

給
体
制
の
構
築
に
資
す
る
と
と
も

に
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し

て
の
森
林
吸
収
量
三
・
五
％
の
確

保
に
向
け
、
施
業
の
集
約
化
を
図

り
、
間
伐
、
路
網
の
整
備
等
を
推

進
す
る
必
要

○�

集
中
豪
雨
・
地
震
等
に
よ
る
激
甚

な
山
地
災
害
や
シ
カ
、
病
害
虫
等

に
よ
る
森
林
被
害
が
各
地
で
頻
発

し
て
お
り
、
国
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
の
治
山
対
策
等
を
推

進
す
る
必
要

◎〈
政
策
目
標
〉

○�

森
林
吸
収
量
の
算
入
上
限
値
三
・

二
一
八
億
円
と
な
る
来
年
度
の
予
算
案

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

に
先
立
つ
十
二
月
十
八
日
、「
一
億
総
活

躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
緊
急
対
策
、

平
成
二
十
八
年
度
林
野
庁
公
共
事
業
予
算
概
算
決
定
の
概
要

Ⅰ　平成 28 年度 林野関係予算の概要
１　総括表 平成 27 年 12 月 （単位：億円）

区　　　　　分 平成 27 年度
当初予算額

平成 28 年度
概算決定額（Ａ）

（27 年度補正追加額）
補正額（Ｂ） Ａ＋Ｂ

公共事業費 1,918 1,900 277 2,177
（対前年度比） − （99.0%） − （113.5%）

一般公共事業費 1,819 1,800 220 2,020
（対前年度比） − （99.0%） − （111.1%）

治山事業費 616 597 49 647
（対前年度比） − （97.0%） − （105.0%）

森林整備事業費 1,203 1,203 171 1,374
（対前年度比） − （100.0%） （114.2%）

災害復旧等事業費 100 100 57 157
（対前年度比） − （100.0%） （157.0%）

非公共事業費 985 1,033 315 1,348
（対前年度比） − （104.9%） （136.8%）

合　　計 2,904 2,933 592 3,525
（対前年度比） − （101.0%） （121.4%）

（注）１．上記のほか、農山漁村地域整備交付金に林野関係事業を措置している。
２．計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。

２　東日本大震災からの復旧・復興対策（東日本大震災復興特別会計計上）
（単位：億円）

区　　　　　分 平成 27 年度
当初予算額

平成 28 年度
概算決定額（Ａ）

（27 年度補正追加額）
補正額（Ｂ） Ａ＋Ｂ

公共事業費 434 304 − 304
（対前年度比） − （69.9%） − （69.9%）

非公共事業費 69 63 − 63
（対前年度比） − （91.0%） − （91.0%）

合　　計 503 366 − 366
（対前年度比） − （72.8%） − （72.8%）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
実
現

に
向
け
た
施
策
、災
害
復
旧
・

防
災
・
減
災
事
業
等
」
の
実

行
の
た
め
、
平
成
二
十
七
年

度
補
正
予
算
案
（
総
額
三
兆

五
千
三
十
億
円
）
を
閣
議
決

定
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業

費
に
は
五
兆
九
、七
三
七
億

円
が
計
上
さ
れ
、
林
野
庁
関

係
で
は
、
治
山
事
業
費
が
対

前
年
度
比
九
七
％
の
五
九
七

億
円
、
森
林
整
備
事
業
費
が

同
一
〇
〇
・
〇
％
の
一
、二
〇

三
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
の
補
正
予
算

に
お
け
る
、
治
山
事
業
費
四

十
九
億
円
並
び
に
森
林
整
備

事
業
費
百
七
十
一
億
円
と
合

わ
せ
た
、
林
野
一
般
公
共
事

業
費
の
【
当
初
予
算
＋
補
正

予
算
】の
対
前
年
度
比
は
、そ

れ
ぞ
れ
、全
体
で
一
〇
五
・
〇

％
、治
山
事
業
費
一
〇
〇
・
〇

％
、
森
林
整
備
事
業
費
一
〇
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五
％
（
平
成
二
年
度
比
）
の
確
保

に
向
け
た
間
伐
の
実
施
（
平
成
二

十
五
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度

ま
で
の
八
年
間
の
年
平
均
：
五
十

二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

○�

周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
防
止
機

能
等
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
た
集
落

の
増
加
（
五
・
五
万
集
落
（
平
成
二

十
五
年
度
）
→
五
・
八
万
集
落
（
平

成
三
十
年
度
））

◎〈
主
な
内
容
〉

一　

森
林
整
備
事
業

【
一
二
〇
、二
八
六�

�

（
一
二
〇
、二
八
六
）
百
万
円
】

㈠�　

施
業
の
集
約
化
を
図
り
、
間
伐
や

こ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
路
網
の
整
備
、

主
伐
後
の
再
造
林
等
を
推
進

　

そ
の
際
、
列
状
間
伐
等
に
よ
る
効

率
的
な
間
伐
や
伐
採
と
造
林
の
一
貫

作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
通
じ
た
森

林
整
備
の
低
コ
ス
ト
化
に
よ
り
、
面

的
な
森
林
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
林
業
専
用
道
の
防
災
機
能
の
強

化
を
推
進

・
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

【
二
三
、八
二
〇�

�

（
二
三
、六
〇
〇
）
百
万
円
】

・
林
業
専
用
道
整
備
対
策

【
一
〇
、七
三
一�
�

（
一
〇
、七
三
一
）
百
万
円
】

㈡�　

奥
地
水
源
林
等
で
あ
っ
て
、
所
有

者
の
自
助
努
力
に
よ
っ
て
は
適
正
な

整
備
が
で
き
な
い
森
林
に
お
い
て
公

的
主
体
に
よ
る
間
伐
等
の
森
林
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
被
害

対
策
を
推
進

・
環
境
林
整
備
事
業

【
二
、六
四
三�

�

（
二
、七
二
六
）
百
万
円
】

・
水
源
林
造
成
事
業

【
二
四
、八
四
五�

�

（
二
四
、八
七
〇
）
百
万
円
】

二　

治
山
事
業

【
五
九
、七
二
三�

�

（
六
一
、五
七
〇
）
百
万
円
】

㈠�　

集
中
豪
雨
・
地
震
等
に
起
因
す
る

激
甚
な
山
地
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
の

増
大
を
踏
ま
え
、
事
前
防
災
・
減
災

の
た
め
、
荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備
や

水
土
保
全
機
能
が
低
下
し
た
森
林
の

整
備
に
加
え
、
予
防
治
山
対
策
を
強

化
・
緊
急
予
防
治
山
事
業
（
新
規
）

�

【
二
、五
〇
〇
（
−
）
百
万
円
】

・
復
旧
治
山
事
業

【
二
一
、〇
七
四�

�

（
二
二
、六
四
八
）
百
万
円
】

・
水
源
地
域
等
保
安
林
整
備
事
業

【
八
、〇
四
六�

�

（
八
、六
三
〇
）
百
万
円
】

㈡�　

高
齢
世
帯
率
の
高
い
中
山
間
地
域

に
お
け
る
治
山
等
激
甚
災
害
対
策
特

別
緊
急
事
業
の
対
象
区
域
の
拡
大
な

ど
大
規
模
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
を

推
進

・�

治
山
等
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
【
七
一
六�

�

（
二
、三
七
〇
）
百
万
円
】

・
民
有
林
直
轄
治
山
事
業

【
一
一
、〇
六
五�
�

（
一
一
、四
〇
三
）
百
万
円
】

㈢�　

火
山
噴
火
後
の
山
地
災
害
の
未
然

防
止
の
た
め
、
降
灰
状
況
等
の
調
査

や
火
山
泥
流
等
の
流
下
を
防
ぐ
緊
急

的
な
対
策
を
、
治
山
施
設
の
設
置
や

防
災
林
の
整
備
等
と
一
体
的
に
実
施

・
復
旧
治
山
事
業
（
再
掲
）

【
二
一
、〇
七
四�

�

（
二
二
、六
四
八
）
百
万
円
】

・
防
災
林
造
成
事
業

【
二
、七
二
〇�

�

（
二
、七
七
二
）
百
万
円
】

Ⅱ　

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金（
公
共
）

【
一
〇
六
、六
五
〇�

�

（
一
〇
六
、六
五
〇
）
百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○�

地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
す
る

農
林
水
産
業
の
基
盤
整
備
や
農
山

漁
村
の
防
災
・
減
災
対
策
を
支
援

◎〈
背
景
／
課
題
〉

○�

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の

創
意
・
工
夫
に
よ
っ
て
、
生
産
現

場
の
強
化
に
つ
な
が
る
農
林
水
産

業
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

重
要

○�

ま
た
、
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
、

地
震
・
津
波
対
策
は
も
と
よ
り
、集

中
豪
雨
等
の
頻
発
化
・
激
甚
化
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減

災
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要

○�

こ
の
た
め
、
都
道
府
県
の
裁
量
に

よ
り
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
な
交
付
金
を
措
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
強
い
農
林
水
産
業
の
た
め

の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要

◎〈
政
策
目
標
〉

○�

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
今
後

十
年
間（
平
成
三
十
五
年
度
ま
で
）

で
全
農
地
面
積
の
八
割
と
な
る
よ

う
農
地
集
積
を
推
進

○�

二
酸
化
炭
素
の
森
林
吸
収
量
三
・

五
％
の
確
保
等
に
必
要
な
路
網
の

整
備

○�

海
岸
堤
防
等
の
整
備
率
六
十
六
％

（
平
成
二
十
八
年
度
）

◎〈
主
な
内
容
〉

一�

、都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、農
山
漁

村
地
域
整
備
の
目
標
等
を
記
載
し
た

農
山
漁
村
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
事
業
を
実
施

二�

、農
業
農
村
、森
林
、水
産
の
各
分
野

に
お
い
て
、
農
山
漁
村
地
域
の
生
産

現
場
の
強
化
や
防
災
力
の
向
上
の
た

め
の
事
業
を
選
択
し
て
実
施
可
能

　

ま
た
、
こ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
事
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業
効
果
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
効

果
促
進
事
業
を
実
施
可
能

農�
業
農
村
分
野
：
農
用
地
整
備
、
農

業
用
用
排
水
施
設
整
備
等

森�

林
分
野
：
予
防
治
山
、
路
網
整
備

等
水�

産
分
野
：
漁
港
漁
場
整
備
、
漁
村

環
境
整
備
、
海
岸
保
全
施
設
整
備

等

三�

、
国
か
ら
都
道
府
県
に
交
付
金
を
交

付
し
、
都
道
府
県
は
自
ら
の
裁
量
に

よ
り
地
区
毎
に
配
分
が
可
能

　

ま
た
、
都
道
府
県
の
裁
量
で
地
区

間
の
融
通
が
可
能
（
水
産
分
野
の
一

部
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
へ
の

直
接
交
付
も
可
能
）

Ⅲ　

森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業（
公
共
）

【
復
旧
・
復
興
対
策
一
九
、三
二
一�

�

（
一
三
、二
〇
五
）
百
万
円
】

◎〈
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○�

間
伐
等
の
実
施
に
よ
り
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
等
に
お
け
る

「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
」を
推

進
○�

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海
岸

防
災
林
の
復
旧
・
再
生
や
山
腹
崩

壊
地
等
の
復
旧
整
備
を
通
じ
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
確
保

◎〈
背
景
／
課
題
〉

○�

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
青
森
県

か
ら
千
葉
県
ま
で
の
約
百
四
十
㎞

に
及
ぶ
海
岸
防
災
林
が
被
災
す
る

と
と
も
に
、
山
地
に
お
い
て
も
多

く
の
箇
所
で
山
腹
崩
壊
、
林
道
施

設
等
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

台
風
や
豪
雨
等
に
よ
り
更
な
る
被

害
の
拡
大
が
懸
念

○�

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
り
放
散
さ
れ
た
放
射
性
物
質

の
影
響
の
あ
る
地
域
で
は
、
森
林

所
有
者
の
経
営
意
欲
の
減
退
、
被

ば
く
へ
の
不
安
等
か
ら
、
森
林
整

備
が
停
滞
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
低
下
が
懸

念

◎〈
政
策
目
標
〉

○�

土
壌
を
保
持
す
る
能
力
等
が
良
好

に
保
た
れ
て
い
る
森
林
の
割
合
の

増
加

○�

海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生
は
、林

帯
地
盤
等
の
復
旧
が
完
了
し
た
箇

所
か
ら
順
次
、
植
栽
を
実
施
。
全

体
の
復
旧
は
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
概
ね
十
年
間
で
完
了
。

◎〈
主
な
内
容
〉

Ⅱ　平成 28 年度農林水産予算の骨子
１　総括表 （単位：億円）

区　　　　　分 27 年度予算額 28 年度
概算決定額（Ａ）

（27 年度補正追加額）
補正額（Ｂ） Ａ＋Ｂ

農林水産予算総額 23,090 23,091 4,008 27,100
（対前年度比） − （100.0%） − （117.4%）

１．公共事業費 6,592 6,761 1,448 8,209
（対前年度比） − （102.6%） − （124.5%）

一般公共事業費 6,399 6,569 1,290 7,859
（対前年度比） − （102.6%） − （122.8%）

災害復旧等事業費 193 193 158 351
（対前年度比） − （100.0%） − （182.2%）

２．非公共事業費 16,499 16,330 2,560 18,890
（対前年度比） − （99.0%） − （114.5%）

（注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

※ �28 年度においては、上記のほか、農林水産分野においても活用可能な地方創生推進交付金を創設するための�
拠出額（62 億円）がある。

２　公共事業費一覧 （単位：億円）

区　　　　　分 27 年度予算額 28 年度
概算決定額（Ａ）

（27 年度補正追加額）
補正額（Ｂ） Ａ＋Ｂ

農業農村整備 2,753 2,962 990 3,952
（対前年度比） − （107.6%） − （143.6%）

林野公共 1,819 1,800 220 2,020
（対前年度比） − （99.0%） − （111.1%）

治　　山 616 597 49 647
（対前年度比） − （97.0%） − （105.0%）

森林整備 1,203 1,203 171 1,374
（対前年度比） − （100.0%） − （114.2%）

水産基盤整備 721 700 80 780
（対前年度比） − （97.0%） − （108.1%）

海　　岸 40 40 − 40
（対前年度比） − （100.0%） − （100.0%）

農山漁村地域整備交付金 1,067 1,067 − 1,067
（対前年度比） − （100.0%） − （100.0%）

一般公共事業費計 6,399 6,569 1,290 7,859
（対前年度比） − （102.6%） − （122.8%）

災害復旧等 193 193 158 351
（対前年度比） − （100.0%） − （182.2%）

公共事業費計 6,592 6,761 1,448 8,209
（対前年度比） − （102.6%） − （124.5%）

（注）１．金額は関係ベース。
２．計数整理の結果、異動を生じることがある。
３．計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
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一　

森
林
整
備
事
業

　

豪
雨
等
に
よ
る
森
林
か
ら
の
放
射
性

物
質
を
含
む
土
砂
の
流
出
防
止
を
図
る

た
め
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
三

県
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
対
策
と
一

体
と
な
っ
た
間
伐
等
を
行
う
森
林
所
有

者
等
へ
の
支
援
を
行
う
「
災
害
に
強
い

森
林
づ
く
り
」を
進
め
る
と
と
も
に
、特

に
放
射
性
物
質
の
影
響
等
に
よ
り
、
森

林
所
有
者
に
よ
る
整
備
が
進
み
難
い
人

工
林
等
に
お
い
て
、
公
的
主
体
に
よ
る

緊
急
的
な
間
伐
等
を
推
進

二　

治
山
事
業

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海
岸
防

災
林
の
復
旧
・
再
生
や
山
腹
崩
壊
地
等

に
お
け
る
復
旧
整
備
を
推
進

・
森
林
整
備
事
業

【
五
、二
五
九�

�

（
四
、七
〇
六
）
百
万
円
】

・
治
山
事
業

【
一
四
、〇
六
二�

�

（
八
、四
九
九
）
百
万
円
】

農林水産大臣との意見交換

農
林
水
産
省
と
農
林

水
産
関
係
団
体
と
の

意
見
交
換

　

昨
年
末
十
二
月
十
五
日
、
農
林
水
産

省
第
一
特
別
会
議
室
に
お
い
て
、「
農
林

水
産
省
と
関
係
団
体
と
の
間
で
平
素
か

平
成
二
十
七
年
度

林�

野
庁
関
係�

補
正
予
算
の
概
要

　

平
成
二
十
七
年
度
林
野
庁
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大

綱
」
及
び
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
施
策
の
推

平成 27 年度林野庁関係補正予算の概要
（単位：百万円）

項　　　　　目
補正追加額

非公共 公　共 計

合板・製材生産性強化対策事業 29,000 29,000

違法伐採緊急対策事業 200 200

輸出促進緊急対策のうち
木材製品輸出特別支援事業 100 100

地域材利用拡大緊急対策事業 1,800 1,800

森林・林業人材育成対策 300 300

シカ被害対策緊急捕獲等事業 100 100

森林整備事業・治山事業 22,010 22,010

森林整備事業 17,066 17,066

治山事業 4,944 4,944

山林施設災害復旧等事業 5,686 5,686

計 31,500 27,696 59,196
（参考）計数は、四捨五入のため合計とは一致しない場合がある。

ら
互
い
に
問
題
意
識
の
共
有
を
図
り
、

連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
農
林
水
産
関

係
団
体
と
農
林
水
産
省
と
の
定
期
的
な

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
」
と
の
趣
旨

で
、「
農
林
水
産
関
係
団
体
と
農
林
水
産

省
と
の
意
見
交
換
」
の
場
が
あ
り
、
当

協
会
の
嶋
﨑
勝
昭
会
長
も
出
席
し
、
激

減
し
た
林
野
公
共
事
業
予
算
の
安
定
的

な
確
保
や
「
緊
急
予
防
治
山
」
補
助
事

業
の
復
活
、
ま
た
、
林
道
整
備
補
助
事

業
の
復
活
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
若
手

技
術
者
・
技
能
者
等
担
い
手
の
確
保
や
、

厳
し
い
施
工
条
件
下
で
実
施
し
て
い
る

森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
適
正
な
利
潤

の
確
保
に
つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

進
、
防
災
・
減
災
対
策
等
の
推
進
の
た

め
、
五
百
九
十
二
億
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
公
共
事
業
費
と
し
て
は

二
百
二
十
億
円
が
計
上
さ
れ
、
治
山
事

業
費
四
十
九
億
円
、
森
林
整
備
事
業
費

百
七
十
一
億
円
、
ま
た
山
林
施
設
災
害

復
旧
等
事
業
費
五
十
七
億
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
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１　
は
じ
め
に　

　

福
島
県
は
、
地
形
・
気
候
・
風
土
な

ど
の
違
い
に
よ
り
三
つ
の
エ
リ
ア
に
大

別
さ
れ
ま
す
。県
中
央
部
の
中
通
り
、太

平
洋
沿
岸
部
の
浜
通
り
、
新
潟
県
と
接

す
る
内
陸
部
の
会
津
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
し
た
地
区
は
、
浜
通
り
に
位
置
す
る

相
馬
市
磯
部
の
松
川
浦
地
区
で
、
砂
洲

に
よ
り
河
口
部
の
入
り
江
が
せ
き
止
め

ら
れ
て
で
き
た
福
島
県
唯
一
の
潟
湖

（
せ
き
こ
）
で
、県
立
自
然
公
園
に
指
定

さ
れ
、
漁
業
と
観
光
を
中
心
と
し
た
風

光
明
媚
な
地
区
で
し
た
。

　

し
か
し
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十

三
年
）
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
発
生
し
た
大
津
波
は
こ
の
松

川
浦
に
も
押
し
寄
せ
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
松
川
浦
を

守
っ
て
き
た
国
・
民
有
林
を
合
わ
せ
て

百
三
十
㏊
に
も
及
ぶ
潮
害
防
備
保
安
林

が
流
失
し
、
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
と
な
り
ま

し
た
。

２　
復
興
に
向
け
た
取
組

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
が
過
ぎ
、

海
岸
林
の
基
盤
造
成
が
進
め
ら
れ
て
い

る
中
、
海
岸
林
再
生
に
向
け
て
は
官
民

が
一
体
と
な
っ
た
長
期
的
な
取
組
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
国
及
び
福
島
県
で
は
、

地
域
住
民
が
森
林
整
備
や
管
理
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
意

識
の
向
上
や
地
域
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
活
動
と
す
る
た
め
、
植
樹
等
を
行

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
を
公
募
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　
「
福
島
県
森
林
土
木
建
設
業
協
会
」

（
以
下
、「
当
協
会
」
と
い
う
。）
と
し
て

は
、
海
岸
林
再
生
は
福
島
県
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
、
当
協
会
に
ふ
さ

わ
し
い
社
会
貢
献
活
動
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
他
の
四
団
体
と
と
も
に
応
募

し
、
平
成
二
十
七
年
三
月
に
福
島
県
及

び
相
馬
市
と
こ
れ
ら
五
団
体
と
の
間
で

相馬地区海岸防災林での
ボランティア活動について

―福島県森林土木建設業協会―

地方協会だより（7）

福島県相馬市

太
平
洋

相馬市磯部字大洲地内

磯部漁港

民
有
林 国
有
林
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

昨
年
新
年
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、

会
報
「
全
森
建
」『
表
紙
写
真
シ
リ
ー

ズ
』
も
、
羊
蹄
山
（
北
海
道
）、
白
神
山

地
（
青
森
）、
筑
波
山
（
茨
城
）、
火
打

山
（
新
潟
）、
そ
し
て
、
本
号
の
（
大
台

ヶ
原
山 

日
出
ヶ
岳
）（
三
重
）
と
五
回

目
を
数
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
写

真
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
中
国
、
四
国
、
九
州
地
方

と
順
に
、
旅
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
相
馬
市
磯
部
大

洲
地
区
に
お
い
て
、
福
島
県
が
基
盤

造
成
を
進
め
て
い
る
土
地
に
抵
抗
性

ク
ロ
マ
ツ
を
植
栽
す
る
ほ
か
、
継
続

的
な
保
育
活
動
（
施
肥
、
補
植
、
下

草
刈
り
等
）
に
よ
り
海
岸
防
災
林
の

再
生
と
地
域
の
復
興
を
後
押
し
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３　
植
樹
、
保
育
活
動
等

　

植
樹
式
は
平
成
二
十
七
年
六
月
六

日
㈯
に
開
催
さ
れ
、
植
樹
に
先
立
ち
、

福
島
県
知
事
、
相
馬
市
長
、
前
出
の

五
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
合
同
植
樹

式
を
行
っ
た
後
、
参
加
者
約
二
百
五

十
名
で
五
千
四
百
本
の
抵
抗
性
ク
ロ

マ
ツ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
が
パ
ラ
つ
く
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
参
加
者
全

員
が
二
十
年
後
、
三
十
年
後
さ
ら
に

は
百
年
後
の
ク
ロ
マ
ツ
林
を
想
い
浮

か
べ
、
無
事
に
成
育
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
、
一
本
一
本
心
を

込
め
て
丁
寧
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
で
は
、
会
員
に
植
樹
活
動

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
約
百

名
の
参
加
者
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は

お
子
さ
ん
の
参
加
も
見
ら
れ
、
シ
ャ

ベ
ル
や
ス
コ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
持
ち

大
人
に
混
じ
っ
て
と
て
も
楽
し
そ
う

に
植
え
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
後
は
、
協
定
に
基
づ
き
こ
の
植

樹
し
た
ク
ロ
マ
ツ
の
保
育
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
健
全
に

生
育
し
防
災
機
能
の
発
揮
と
震
災
前

の
よ
う
な
美
し
い
景
観
を
取
り
戻
し

憩
い
の
場
と
な
り
、
人
を
守
り
地
域

を
守
る
森
林
と
な
る
こ
と
が
切
望
さ

れ
ま
す
。

４　
お
わ
り
に

　

平
成
三
十
年
に
は
、「
第
六
十
九
回

全
国
植
樹
祭
」
が
本
県
南
相
馬
市
原

町
区
の
海
岸
林
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。当
協
会
で
は
、こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
ふ
く
し
ま
の
森

と
緑
の
復
興
に
取
り
組
み
、
未
来
に

引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
今
後
も
森

づ
く
り
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

地方協会だより（7）

参加者全員による記念写真

会員による植栽状況

クロマツ植栽完了

お子さんによる植樹


